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研究の背景及び目的

健常高齢者のウェルビーイングに関連する要因の因果関係を明らかにし、ウ
ェルビーイングレベルに相関して増減する血中分子を見出した。
ウェルビーイングの高さは高齢者の健康状態と相関する。
ウェルビーイング亢進による健康寿命延伸戦略を確立する。

期待される効果・応用分野

日常活動量を起点としてウェルビーイングまで一続きの関係性が成り立つ。
日常活動量向上により良い機能状態がもたらされ、最終的にウェルビーイング亢進につながる可
能性がある。
CNDP1はウェルビーイング指標のうちHappiness、日常活動量指標のうち消費カロリーと運動
強度との強い相関を示した。
CNDP1はウェルビーイングと日常活動量の状態を反映している可能性がある。

■ 共同研究・特許など
・日常活動量向上によりウェルビーイング亢進がもたらされる可能性を見出した。
・健常高齢者のウェルビーイングレベルに相関する血漿タンパク質CNDP1を発見した。
CNDP1が本当にウェルビーイングと関連して増加するのかどうかを、ヒト介入研究によって確
認する。現在実施中。
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